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国
土
交
通
省
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
九
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

政
令
第
百
七
十
五
号

国
土
交
通
省
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
国
家
行
政
組
織
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
七
条
第
五
項
及
び
第
二
十
一
条
第
四
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

国
土
交
通
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
第
二
十
一
号
中
「
第
三
十
七
条
第
四
号
」
を
「
第
三
十
七
条
第
五
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
第
一
項
中
「
二
十
一
人
」
を
「
二
十
人
」
に
改
め
る
。

第
三
十
六
条
第
一
項
中
「
二
人
」
を
「
一
人
」
に
改
め
る
。

第
三
十
七
条
中
第
十
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
三
号
か
ら
第
九
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
号
の
次
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。

三

総
合
的
な
交
通
体
系
の
整
備
に
関
す
る
こ
と
（
公
共
交
通
政
策
部
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

第
五
十
三
条
中
「
、
命
を
受
け
て
」
を
削
り
、「
分
掌
す
る
」
を
「
つ
か
さ
ど
る
」
に
改
め
、
第
三
号
を
削
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
四
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

国
土
交
通
大
臣

羽
田
雄
一
郎

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦
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G
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G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
九
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

政
令
第
百
七
十
六
号

沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
関
西
国
際
空
港
及
び
大
阪
国
際
空
港
の
一
体
的
か
つ
効
率
的
な
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二

十
三
年
法
律
第
五
十
四
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
十
四
年
政
令
第
百
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
七
の
項
中
「
第
四
条
第
一
項
第
五
号
」
を
「
第
四
条
第
一
項
第
六
号
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
関
西
国
際
空
港
及
び
大
阪
国
際
空
港
の
一
体
的
か
つ
効
率
的
な
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
の
施

行
の
日
（
平
成
二
十
四
年
七
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

都
市
再
生
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
九
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

政
令
第
百
七
十
七
号

都
市
再
生
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令

内
閣
は
、
都
市
再
生
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十
六
号
）
附
則
第
一
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

都
市
再
生
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
は
、
平
成
二
十
四
年
七
月
一
日
と
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

国
土
交
通
大
臣

羽
田
雄
一
郎

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

都
市
再
生
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
九
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

政
令
第
百
七
十
八
号

都
市
再
生
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
都
市
再
生
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十
六
号
）の
施
行
に
伴
い
、

都
市
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
二
十
二
号
）
第
十
九
条
の
十
八
第
一
項
、
都
市
公
園
法
（
昭
和
三
十
一

年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
六
条
第
四
項
及
び
第
七
条
、
宅
地
建
物
取
引
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
七
十
六
号
）

第
三
十
五
条
第
一
項
第
二
号
並
び
に
国
家
行
政
組
織
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
七
条
第
五
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
都
市
再
生
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

都
市
再
生
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
十
四
年
政
令
第
百
九
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
一
条
を
第
二
十
二
条
と
し
、
第
二
十
条
を
第
二
十
一
条
と
す
る
。

第
十
九
条
第
三
号
中
「
第
九
条
第
十
項
」
を
「
第
九
条
第
十
一
項
」
に
、「
同
条
第
二
項
第
四
号
」
を
「
同
条
第
二

項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
条
と
す
る
。

第
十
八
条
中
「
第
十
四
条
第
一
号
」
を
「
第
十
五
条
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
九
条
と
す
る
。

第
十
七
条
を
第
十
八
条
と
し
、
第
十
二
条
か
ら
第
十
六
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。

第
十
一
条
中
「
第
十
九
条
第
一
号
ニ
」
を
「
第
二
十
条
第
一
号
ニ
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
二
条
と
す
る
。

第
十
条
を
第
十
一
条
と
し
、
第
六
条
か
ら
第
九
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加

え
る
。
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